
 

     

 
 

図書委員からのおすすめ本！ 

図書館だより 
天理高校図書館 

令和３年 ４月 

+月 

現代日本の医療は、在宅介護を推奨

し、訪問看護師や医師の役割は重要に

なっています。患者の思いに寄り添った

医療を実践してきた訪問看護師自身

がガンになり、残された命と向き合う

日々の記録です。 

 

就活に失敗し、家出したモモコがいろんな所に転がりこんでい

くうちに自分の生き方をみつけていきます。次はどこで誰とどん

な風に出会い、居場所がみつかるんだろうかと少しワクワクしな

がら読めるので、おすすめです。登場人物が畳みかけるように

話していく文章もおもしろいです。色んな出会いの中で学んで

いく優しさや、息苦しさ、それを通して成長していく主人公から

勉強になることがたくさんあります。働くってどういうことだろうと

思っている人に、ぜひ読んでほしい作品です。 

『モモコとうさぎ』  大島真寿美（著） KADOKAWA 

本屋大賞は 

『52ヘルツのクジラたち』 
に決定！！ 
町田そのこ 著 

中央公論新社 

 

 

★天理高校図書館は毎月「図書館だより」と「新着図書紹介」を発行しています。「図

書館だより」では季節にあわせた特集や、話題の本を紹介しています。毎月届く新着

図書はみなさんからのリクエスト本もたくさん含まれています。紹介された本はすべ

て図書館に置いていますので、気になった本があれば、ぜひ図書館に来て、手に取

ってください。どこにあるかわからない時は、遠慮なく尋ねてください。(*̂ _̂ *) 

★「本屋大賞」特集  今年の本屋大賞は町田そのこさんの『52ヘルツのクジラた

ち』に決まりました。本屋大賞関連の本を展示しています。 

★図書館は月～金は8時30分から19時まで 土は14時まで開館しています。

休み時間も開館していますので、ちょっとした隙間時間もご利用いただけます。 

 

 

 

＜著者プロフィール＞ 

1980（昭和 55）年生れ。福岡県在住。2016

（平成 28）年「カメルーンの青い魚」で「女によ

る女のための R-18 文学賞」大賞を受賞。選考

委員の三浦しをん氏、辻村深月氏から絶賛を受

ける。翌年、同作を含むデビュー作『夜空に泳ぐ

チョコレートグラミー』を刊行。他著書に『ぎょら

ん』『うつくしが丘の不幸の家』がある。 

これまでの本屋大賞受賞作を図書館入口に展示していま

す。どの作品も、とても話題になりました。一気に読んでしまう

ものばかりです。まだ、読んでいない作品があれば、ぜひ読ん

でください。 

天高図書館の蔵書が

web 上で検索、予約が

できるようになりました。 

自宅のパソコンや、スマ

ートホンからも利用でき

ます。ログインするため

に、Google アカウントと

パスワードがいります。 

天理高校ホームページ

の図書館ページにある、

「天高図書館の蔵書検

索」のバナーをクリックし

てください。 

 

順位 書名 著者名 出版者名 貸出回数

1 青くて痛くて脆い 住野 よる 著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 24

2 か「」く「」し「」ご「」と「 住野 よる 著 新潮社 19

3 仮面病棟 （実業之日本社文庫） 知念 実希人 著 実業之日本社 14

君は月夜に光り輝く （メディアワークス文庫） 佐野 徹夜 〔著〕 ＫＡＤＯＫＡＷＡ 14

5 ムゲンのｉ 上 知念 実希人 著 双葉社 13

交換ウソ日記 （スターツ出版文庫） 桜 いいよ 著 スターツ出版 13

告白 （双葉文庫） 湊 かなえ 著 双葉社 13

桜が咲く頃、君の隣で。 （スターツ出版文庫） 菊川 あすか 著 スターツ出版 13

 天理高校１部、２部をあわせて集計し、貸出回数の多かった本を紹

介します。やはり、住野さんの人気は不動のようで、１位、２位となって

います。知念さんの『仮面病棟』は映画にもなった話題作、『ムゲンの

i』は本屋大賞ノミネート作品ということもあり、上位となりました。注目

すべきは、湊かなえさんの『告白』。2010 年の作品ですが、毎年上位

に書名がでる天高生には定番の人気本です。 

（2020 年 4 月～2021 年 3 月までの統計） 


